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05/19・中国、車輸出で世界首位 1～3月 EV伸び、日本抜く 

    2009 年には新車販売で世界最大に 1～3 月輸出台数 58％増の 107 万台、うち 4 割が EV 

  ・日経平均、バブル後高値 33年ぶり水準 海外勢、割安感を評価 ＜1＞ 

  ・消費者物価 3.4％上昇 4月、3ヶ月ぶり伸び拡大 

05/20・G7首脳、原爆資料館視察 非公開、米世論に配慮 核軍縮は険しく 

05/21・G7首脳宣言（広島、20日）「国際秩序維持へ結束強化」 中ロ威圧に対抗 

    宣言、デカップリング「分断」使わずデリスキング「リスク低減」 新興国に配慮 

    ゼレンスキー氏来日 ウクライナに F16 戦闘機 米、欧州の供与容認 

05/22・中国、米マイクロン製半導体調達を停止 国家安全にリスク 対中規制に対抗 

  ・中国「G7は内政干渉」 外務次官、日本大使に抗議 

05/23・米債務上限、合意至らず 下院議長「会談は継続」 政府、来月 1日にも資金難 

    歳出削減で妥協点探る 長期化なら株価急落も  

  ・TikTok運営会社 米モンタナ州を提訴 「禁止法は違憲」 

  ・実質賃金、昨年度 1.8％減 物価上昇で 2年ぶりマイナス ＜2＞ 

  ・日本株上昇アジアで突出 今年の時価総額伸び中国の 2倍 欧州マネー流入 ＜3＞ 

05/24・マイクロソフトの検索エンジン チャット GPTに搭載 回答に最新情報反映 

  ・米債務上限問題「Xデー」に疑問 共和党幹部「透明性を」 

05/25・EV減税で「米国第一」 日欧韓の輸入車含めず 大統領選へ票固め優先 

  ・新興国通貨、上昇目立つ 米利上げ停止にらみリスク選好 ＜4＞ 

  ・来月上旬までの資金繰り破綻 米財務長官「ほぼ確実」 

  ・米追加利上げ賛否分かれる 5月の FOMC（米連邦公開市場委員会）要旨 

  ・デサンティス氏（フロリダ州知事）、米大統領選に出馬表明 トランプ氏と指名争い 

05/26・円安加速、140円台に 半年ぶり 日米金利差が拡大 日銀の緩和継続意識 ＜5＞ 

    円安と株高共振 米景気次第で逆回転も 

  ・植田日銀総裁 緩和修正もろ刃の株高 海外投資家、売りに転じるリスク 

    物価・賃金上昇の好循環、見極め段階に 物価高「国民に負担」 

  ・少子化対策財源 年 3兆円 社会保障費で 1.1兆円 政府、与党と調整へ 

05/27・米消費支出物価 4.4％上昇 4月伸び拡大 市場予想上回る 

  ・債務上限 Xデー「来月 5日」 べいざい 1日から後ずれ 

05/28・円安、物価に上昇圧力 140円台定着なら 0.3％見通し 問われる賃上げの持続力 

  ・IPEF（インド太平洋経済枠組み）脱中国依存へ共通ルール 米主導、供給網を先行 

05/29・エルドアン大統領再選 トルコ、決選投票制す 投票率 8割超、関心高く 

  ・内閣支持率 47％ 5ポイント低下（日経世論調査） 長男の行動影響か 

  ・米債務上限 効力を停止 合意案、25年初まで 日経平均、一時 600円超高 



 


